土木工事等に係る埋蔵文化財保護の流れ














　文化財の所在の有無についての確認


土木工事等をご計画の箇所が、埋蔵文化財包蔵地（遺跡）に入るかをご確認ください。


市内遺跡分布地図は、市教育委員会、市内図書館、都市整備課のほか、市ホームページ地理情報（遺跡情報）からご覧になれます。





遺跡地図の確認・地表面観察　／　回答











埋蔵文化財は確認されません





埋蔵文化財が所在します


遺跡名：　　　　　　　　　　員数：


種　類：　　　　　　　　　　時代：

















③　届出・協議


工事着工予定の60日前までに、文化財保護法第93条の規定に基づく届出書１部に土木工事等の概要を示す書類及び図面（位置図、平面図、立面図、基礎工事概要がわかるもの等）を添付し、市教育委員会を通じ三重県教育委員会へお届けください。


埋蔵文化財に及ぼす影響の程度によって出される三重県教育委員会の指示に基づき、保護措置をお願いします。


(2)の指示内容に基づき、事業者と市教育委員会との間で、事業計画・施工方法・工程などを考慮し、埋蔵文化財の取り扱いについて具体的に協議をお願いします。














発掘調査


工事着手前に発掘調査を行ってください





工事立会


工事中に市教育委員会が立ち会います





慎重工事


慎重に工事を実施してください





事業区域から除外





























⑤　工事着手


工事に差し支えはありませんが、工事中に新たに土器など埋蔵文化財を発見した場合は、工事を中止して、市教育委員会へご連絡ください。


　また発掘調査・工事立会い・慎重工事など、埋蔵文化財の保護措置を講じた上で、工事に着手し、工事を完了された場合につきましても、再度工事をされるにあたっては、別途文化財保護法の規定による届出及び保護措置が必要です。


※調査の結果、特に重要な文化財が発見された場合には、別途現地保存のお願いをすることがあります。





④　発掘調査実施


(1)　遺跡範囲確認調査


→工事計画範囲に遺跡があるかを確認する調査です。調査費用は教育委員会が負担します。


(2)　本発掘調査


→(1)の結果、工事によって影響を受ける埋蔵文化財が所在するため、記録の保存を図る調査です。調査費用は事業者でお願いします。














